
日本医史学雑誌第51巻第2号(2005) 202

江
戸
幕
府
は
、
庖
瘡
（
痘
瘡
）
・
麻
疹
・
水
痘
の
三
種
の
疾

病
に
関
し
て
は
、
十
七
世
紀
中
葉
か
ら
、
江
戸
城
へ
の
出
仕
や

拝
謁
の
停
止
を
定
め
た
通
達
を
繰
り
返
し
出
し
て
い
た
。
そ
れ

ら
の
通
達
は
、
後
に
幕
府
評
定
所
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
御

触
書
集
成
」
や
、
そ
の
他
の
法
令
集
の
中
に
「
庖
瘡
麻
疹
水
痘

之
部
」
等
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
将
軍
の
社
寺
参
詣
の

供
奉
に
関
わ
る
清
め
規
定
に
抵
触
す
る
傷
病
を
除
け
ば
、
出
仕

や
拝
謁
が
制
限
さ
れ
る
疾
病
は
、
庖
瘡
・
麻
疹
・
水
痘
の
み
で

あ
り
、
そ
の
意
味
で
こ
れ
ら
の
疾
病
は
、
江
戸
幕
府
が
そ
の
対

処
を
法
令
に
明
記
し
た
、
い
わ
ゆ
る
法
定
伝
染
病
と
言
い
得
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
三
種
の
疾
病
に
関
し
て
、
「
御
触
書
寛
保
集
成
」

に
は
八
回
、
『
宝
暦
集
成
」
に
は
二
回
、
「
天
明
集
成
」
に
は
二

回
、
『
天
保
集
成
」
に
は
六
回
の
通
達
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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『
御
触
書
集
成
」
に
見
ら
れ
る
最
初
の
通
達
は
、
延
宝
八
年

（
一
六
八
○
）
十
一
月
「
庖
瘡
麻
疹
水
痘
遠
慮
事
」
で
あ
り
、
そ

こ
に
は
、
庖
瘡
に
関
し
て
「
病
人
は
見
候
日
よ
り
三
十
五
日
過

候
て
罷
出
、
御
目
見
仕
候
」
、
「
看
病
人
ハ
三
番
湯
掛
罷
出
、
御

目
見
仕
候
」
と
あ
る
。
ま
た
、
麻
疹
と
水
痘
に
関
し
て
は
、
病

人
・
看
病
人
と
も
庖
瘡
看
病
人
と
同
じ
扱
い
に
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
御
触
書
は
、
「
徳
川
実
紀
」
延
宝
八
年
十
一
月
二
十
八
日

条
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
痘
人
は
見
点
よ

り
三
十
五
日
過
ぎ
て
」
と
あ
る
の
で
、
先
の
「
病
人
は
見
候
日

よ
り
云
々
」
は
、
萢
瘡
の
症
状
経
過
を
、
発
熱
三
日
・
見
点
三

日
・
起
脹
三
日
・
灌
膿
三
日
・
結
雷
三
日
の
五
段
階
に
分
け
た

場
合
の
、
見
点
段
階
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
見
点
か

ら
三
五
日
以
前
の
お
目
見
え
は
禁
止
で
あ
る
。
ま
た
、
「
三
番
湯
」

は
結
唇
段
階
で
行
わ
れ
る
酒
湯
の
三
回
目
の
湯
か
け
を
指
す
。

庖
瘡
病
人
に
対
す
る
規
制
は
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）
に

「
七
十
五
日
過
ぎ
」
と
長
期
化
さ
れ
る
が
、
享
保
元
年
二
七
一

六
）
に
は
「
見
え
候
日
よ
り
三
十
五
日
」
と
、
再
び
元
に
戻
り
、

以
降
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
ま
で
こ
の
規
定
が
踏
襲
さ
れ
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庖
瘡
・
麻
疹
・
水
痘
に
関
す
る
こ
れ
ら
の
御
触
書
は
、
病
人

と
の
接
触
が
規
制
さ
れ
る
点
に
お
い
て
、
近
現
代
の
伝
染
病
関

連
法
令
と
の
類
似
性
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
明
確

に
異
な
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
御
触
書
が
基
本
的

に
は
公
衆
衛
生
の
た
め
で
は
な
く
、
独
り
将
軍
と
そ
の
世
嗣
お

よ
び
子
女
を
感
染
か
ら
防
護
す
る
意
図
か
ら
布
達
さ
れ
て
い
た

点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
将
軍
や
世
嗣
が
、
終
生
免
疫
を
残

す
前
記
の
疾
病
に
罹
患
し
て
し
ま
う
と
、
「
向
後
は
差
し
控
え
る

に
及
ば
ず
」
と
、
規
制
解
除
の
御
触
書
が
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら

判
明
す
る
二
寛
保
集
成
」
九
四
三
・
九
四
六
条
、
「
宝
暦
集
成
」

七
九
○
条
、
『
天
明
集
成
」
一
八
一
二
条
、
『
天
保
集
成
」
五
四

二
・
五
四
一
三
・
五
四
三
五
条
な
ど
）
。

庖
瘡
に
関
し
て
述
べ
れ
ば
、
上
記
の
通
り
か
な
り
厳
重
な
病

人
の
接
近
禁
制
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
五
名
の
徳
川

将
軍
は
、
八
歳
で
早
世
し
た
七
代
家
継
を
除
け
ば
、
全
員
に
庖

瘡
の
既
往
歴
が
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
将
軍
や
そ
の
子
女

へ
の
感
染
に
は
、
病
人
か
ら
の
直
接
的
な
飛
沫
感
染
以
外
の
感

染
経
路
が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
歴
代
将
軍
の
庖
瘡
罹
患
年
月
と
罹
患
年
齢
を
示
し
て

お
く
。
徳
川
家
康
・
天
文
十
七
年
（
月
日
不
詳
）
六
歳
。
秀

忠
・
慶
長
二
年
十
二
月
十
二
日
・
十
八
歳
。
家
光
・
寛
永
六
年

二
月
下
旬
・
二
四
歳
。
家
綱
・
明
暦
二
年
三
月
二
四
日
・
十
四

歳
。
綱
吉
・
万
治
三
年
三
月
二
八
日
・
十
四
歳
。
家
宣
・
延
宝

四
年
二
月
七
日
・
十
三
歳
。
家
継
・
不
明
（
八
歳
で
早
世
）
。
吉

宗
・
宝
永
二
年
十
二
月
七
日
・
一
二
歳
。
家
重
・
享
保
十
三
年

三
月
二
日
・
十
六
歳
。
家
治
・
宝
暦
二
年
十
一
月
十
三
日
・
十

五
歳
。
家
斉
・
安
永
七
年
二
月
十
九
日
・
四
歳
。
家
慶
・
文
政

三
年
二
月
十
一
日
・
二
六
歳
。
家
定
・
天
保
十
一
年
三
月
二
五

日
・
十
五
歳
。
家
茂
・
嘉
永
四
年
二
月
十
五
日
・
四
歳
。
慶

喜
・
弘
化
元
年
春
・
六
歳
。
言
徳
川
実
紀
」
、
『
天
保
雑
記
」
第

三
五
冊
「
御
代
々
御
庖
瘡
年
表
」
、
『
徳
川
慶
喜
公
伝
」
参
照
）


